
20

離
島
振
興

功
労
者

表
彰

・
功
労
者
表
彰
式
典

　
離
島
振
興
60
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
式
典 

	

全
離
島
事
務
局	

22

・
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
者
（
一
般
住
民
）
の
功
績

　
誰
も
が
一
度
は
訪
れ
る「
い
や
し
の
島
」に 

	

水
上
忠
夫
（
宮
城
県
大
島
）	

26

　
農
業
・
漁
業
・
観
光
の
連
携
を 

	

菊
池
勝
男
（
東
京
都
八
丈
島
）	

27

　
日
本
復
帰
四
五
年
の
故
郷
に
思
う 

	

佐
々
木
幸
美
（
東
京
都
母
島
）	

28

　
愛
読
者
に
支
え
ら
れ
て
六
〇
年 

	

松
本
茂
彦
（
東
京
都
）	

29

　
交
流
と
文
化
の
島
・
佐
渡
よ
り 

	

佐
藤
利
夫
（
新
潟
県
佐
渡
島
）	

30

　
島
に
し
か
な
い
価
値
あ
る
資
源
を
活
か
す 

	

中
山
勝
比
古
（
愛
知
県
日
間
賀
島
）	

31

　
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
を
次
世
代
に 

	

山
下
伴
郎
（
三
重
県
答
志
島
）	

32

　
日
本
と
い
う
離
島
を
守
ろ
う 

	

永
富
洋
一
（
三
重
県
答
志
島
）	

33

　
住
民
一
体
と
な
っ
た
離
島
振
興
の
半
世
紀 

	

中
村
三
千
雄
（
兵
庫
県
淡
路
島
）	

34

　
六
次
産
業
化
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て 

	

吉
崎
博
章
（
島
根
県
隠
岐
島
後
）	

35

特
集

太田昭宏大臣（前列中央）と国土交通大臣表彰受賞者ほか
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島
全
体
で
盛
り
上
げ
た
い「
走
り
神
輿
」 

	

井
本
瀧
雄
（
岡
山
県
真
鍋
島
）	

36

　
い
ざ
帰
り
な
ん
、日
本
一
豊
か
な
島
へ 

	

横
本
正
樹
（
広
島
県
大
崎
上
島
）	

37

　
本
土
か
ら
島
へ
の
渡
船
通
学
を
実
現 

	

佐
子
吾
郎
（
山
口
県
野
島
）	

38

　
若
い
後
継
者
が
多
く
育
つ
島
に 

	

岡
本
新
三
郎
（
徳
島
県
伊
島
）	

39

　
住
民
が
支
え
合
う
福
祉
の
島
を
目
指
し
て 

	

横
瀬
　
實
（
香
川
県
広
島
）	

40

　
島
の
元
気
は
文
化
の
振
興
と
交
流
か
ら 

	

松
田
武
重
（
香
川
県
直
島
）	

41

　
再
び
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
島
に 

	

田
中
政
利
（
愛
媛
県
怒
和
島
）	

42

　
過
疎
地
医
療
体
制
の
充
実
を 

	

木
村
隆
德
（
愛
媛
県
戸
島
）	

43

　
島
の
子
、自
信
を
胸
に
巣
立
て 

	

梶
原
　
實
（
福
岡
県
大
島
）	

44

　
皇
室
へ
も
献
上
し
た
伝
統
の
赤
米 

	

主
藤
公
敏
（
長
崎
県
対
馬
島
）	

45

　
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る 

	

山
内
賢
明
（
長
崎
県
壱
岐
島
）	

46

　
地
元
に
根
づ
く
医
師
の
開
業
を
求
む 

	

田
坂
章
吾
（
長
崎
県
中
通
島
）	

47

　
比
類
な
き
伝
統
行
事
の
継
承
に
向
け
て 

	

ヘ
ト
マ
ト
保
存
会
（
長
崎
県
福
江
島
）	

48

　
数
百
年
来
の
製
鋏
技
術
を
受
け
継
ぐ 

	

牧
瀬
義
文
（
鹿
児
島
県
種
子
島
）	

49

　
若
い
頭
脳
と
体
力
で
離
島
の
振
興
を 

	

柏
　
　
修
（
鹿
児
島
県
種
子
島
）	

50

　「
世
界
の
奄
美
」を
目
指
し
て 

	

有
村
栄
男
（
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
）	

51

　
知
恵
と
苦
労
を
偲
び
、
い
ま
を
知
る 

	

菊
　
千
代
（
鹿
児
島
県
与
論
島
）	

52

　
夢
に
向
か
っ
て
積
極
的
な
挑
戦
を 

	

村
田
兆
治	

53

　
そ
の
他
の
表
彰
者
・
団
体
の
功
績	

	

54

・
受
賞
者
一
覧

　
功
労
者
表
彰
受
賞
者
名
簿	

	

55

・
記
念
講
演
抄
録

　
国
家
的
視
点
か
ら
見
た

　
離
島
の
役
割
と
離
島
振
興
へ
の
期
待 

	

武
部
　
勤	

58

白川博一会長（前列中央）と全国離島振興協議会会長特別表彰受賞者
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去
る
平
成
二
五
年
一
一
月
一
八
日
（
月
）
午
後
三
時
か
ら
東
京
都

千
代
田
区
隼
町
の
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
「
富
士
の
間
」
に
お
い

て
、「
離
島
振
興
60
周
年
記
念
功
労
者
表
彰
式
典
」（
主
催
：
全
国
離
島

振
興
協
議
会
）
を
開
催
し
た
。

　

離
島
振
興
法
施
行
お
よ
び
全
国
離
島
振
興
協
議
会
設
立
六
〇
周
年

を
記
念
し
た
同
式
典
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
離
島
振
興
の
成
果

を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
離
島
振
興
を
展

望
し
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
離
島
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
た
関
係
の
方
々
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

式
典
は
、「
功
労
者
表
彰
式
」「
記
念
講
演
」「
記
念
懇
談
会
」
の
三

部
構
成
。
会
場
は
、
全
国
各
地
の
離
島
か
ら
参
集
さ
れ
た
受
賞
者
や

関
係
者
な
ど
、
多
く
の
列
席
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
華
や
か
な
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
先
の
台
風
二
六
号
で
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た

東
京
都
伊
豆
大
島
の
多
数
の
犠
牲
者
の
方
々
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、白
川
博
一
全
離
島
会
長
（
長
崎
県
壱
岐
市
長
）
が
、

昭
和
二
八
年
の
離
島
振
興
法
制
定
以
来
、
政
府
お
よ
び
国
会
の
支
援

に
よ
る
離
島
振
興
関
係
施
策
の
着
実
な
実
施
と
、
離
島
住
民
の
方
々

の
不
断
の
努
力
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
多
く
の
離
島
で
は
過
疎
化
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
高
齢
化
も
さ
ら
に
進
展
、
定
住
環
境
が
悪
化

し
つ
つ
あ
る
現
況
を
説
明
。「
わ
が
国
の
領
域
・
排
他
的
経
済
水
域

の
保
全
と
利
活
用
な
ど
国
家
的
・
国
民
的
貢
献
を
な
す
骨
格
国
土
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
離
島
は
、
国
家
の
命
運
を
左
右
す
る
重

要
存
在
で
あ
り
、住
民
定
住
の
重
要
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
」

と
訴
え
、「
離
島
振
興
法
が
還
暦
を
迎
え
た
節
目
に
、
こ
れ
か
ら
も

離
島
が
確
固
と
し
て
存
在
し
、
国
益
に
資
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

で
有
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
に
向
け
た
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
誓
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
本
式
典
に
ご
後
援
を
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
、

離
島
振
興
60
周
年
記
念

功
労
者
表
彰
式
典

功
労
者
表
彰
式
典

特
集
　
離
島
振
興
功
労
者
表
彰

全
離
島
事
務
局

主
催
者
挨
拶
と
御
来
賓
祝
辞
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総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業

省
、
環
境
省
の
関
係
七
省
を
代
表
し
て
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
が

挨
拶
。
離
島
地
域
に
お
け
る
産
業
、
教
育
・
文
化
、
医
療
・
福
祉
、

交
通
な
ど
の
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
深
い
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、「
離
島
の
国
家
的
・
国
民
的
役
割
の
重
要
性
を
鑑
み
、

本
年
度
か
ら
措
置
さ
れ
た
離
島
活
性
化
交
付
金
の
活
用
な
ど
を
通
じ

て
、
離
島
地
域
の
振
興
を
す
す
め
た
い
。
受
賞
者
の
方
々
が
お
手
本

を
示
さ
れ
た
、
離
島
振
興
の
先
駆
け
、
ま
た
礎
と
な
る
取
り
組
み
を

土
台
と
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
や
市
町
村
と
も
力
を
合
わ
せ
、
さ

ら
な
る
振
興
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

会場は、受賞者や関係者など多くの列席者で埋め尽くされた。

白川博一全離島会長の挨拶。これまで以上に離
島の活性化に向けて努力していきたいと誓った。

関係7省を代表して祝辞を述べる太田昭宏国土
交通大臣。
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功
労
者
表
彰
式
典

特
集
　
離
島
振
興
功
労
者
表
彰

　

来
賓
紹
介
の
の
ち
、
功
労
者
表
彰
式
に
移
っ
た
。
今
回
か
ら
奄
美

群
島
と
小
笠
原
諸
島
も
対
象
と
な
っ
た
国
土
交
通
大
臣
表
彰
で
は
、

全
国
四
三
名
の
受
賞
者
（
一
般
住
民
等
三
一
名
、
市
町
村
長
等
一
二
名
）

の
う
ち
三
〇
名
が
列
席
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
村
田
兆
治
氏
（
野
球

評
論
家
・
元
プ
ロ
野
球
ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
投
手
）
が
、
太
田
国
土
交
通
大

臣
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
目
録
を
受
け
取
っ
た
。
村
田
氏
は
、
プ
ロ

野
球
選
手
現
役
引
退
後
、
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
全
国
の
有

人
島
を
め
ぐ
り
、
日
頃
プ
ロ
の
技
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
離
島
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
野
球
教
室
を
開
催
、「
国
土
交
通
大
臣
杯
全

国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」（
通
称
：
離
島
甲
子
園
）
を
提
唱
す
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
貢

献
を
な
さ
れ
た
。

　

続
く
受
賞
者
謝
辞
で
は
、
前
新
潟
県
佐
渡
市
長
で
前
全
国
離
島
振

興
協
議
会
会
長
（
現
同
会
顧
問
）
の
髙
野
宏
一
郎
氏
が
受
賞
者
を
代
表

し
て
登
壇
。
佐
渡
市
長
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷

づ
く
り
」
認
証
制
度
、世
界
重
要
農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）

認
定
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
全
離
島
会
長
と
し
て
臨
ん
だ
法
改

正
へ
の
想
い
、
そ
れ
が
結
実
し
た
こ
と
へ
の
喜
び
と
感
謝
を
述
べ
、

「
公
務
を
退
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
離
島
地
域
の
発
展
の
た

め
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
」
と
結
ん
だ
。

●

　

そ
の
後
、「
全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
会

長
特
別
表
彰
受
賞
者
二
七
名（
一
般
住
民
等
一
一
名
、市
町
村
長
等
一
六
名
）

を
代
表
し
て
浜
口
鶴つ
る

蔵ぞ
う

氏
（
新
潟
県
佐
渡
市
）
に
、
会
長
一
般
表
彰
受

賞
者
五
六
名
（
市
町
村
長
等
四
六
名
・
本
部
及
び
支
部
職
員
等
一
〇
名
）
を

代
表
し
て
鈴
木
重し
げ

格の
り

氏
（
前
宮
崎
県
串
間
市
長
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白
川

全
離
島
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
目
録
が
贈
ら
れ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
七
つ
の
島
連
絡
会
議
理
事
長
・
久く

満ま

泰

彦
氏
（
佐
賀
県
玄
海
諸
島
）
が
会
長
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。

住
民
相
互
の
対
話
を
重
視
し
、
島
の
産
業
の
創
生
と
雇
用
の
創
出
と

な
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る「
一
島
一
木
事
業
」

や
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
自
然
科
学
教
室
な
ど
の
活
動
が
顕

全国43名の国土交通大臣表彰受賞者を代
表して太田国交大臣から表彰状を授与され
た村田兆治氏（左）。

第
一
部
　
功
労
者
表
彰
式
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彰
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
他
の
受
賞
者
と
と
も
に
今
後
と
も
離
島

地
域
の
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
の
謝
辞
を
述
べ
、
表
彰
式
は
盛
会
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

同
日
の
午
後
五
時
か
ら
は
、会
場
を
同
館
内
別
フ
ロ
ア「
華
の
間
」

に
移
し
、
一
般
財
団
法
人
東
亜
総
研
代
表
理
事
・
会
長
の
武
部
勤
氏

（
元
自
民
党
離
島
振
興
特
別
委
員
長
）
に
よ
る
記
念
講
演
を
実
施
し
た
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
国

家
的
視
点
か
ら
見
た
離

島
の
役
割
と
離
島
振
興

へ
の
期
待
」。
大
臣
表

彰
受
賞
者
を
は
じ
め
関

係
者
が
会
場
を
埋
め
つ

く
し
、
氏
の
離
島
に
対

す
る
想
い
や
法
改
正
に

お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

今
後
の
離
島
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
の
お
話
に

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け

た
（
記
念
講
演
の
概
要
は

五
八
頁
参
照
）。

　

午
後
六
時
半
か
ら
同
館
内
「
富
士
の
間
」
に
て
、
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
受
賞
者
は
も
ち
ろ
ん
、
衆
参
国
会
議
員
並
び
に
各
省
庁
関
係

者
、
関
係
団
体
の
方
々
な
ど
が
詰
め
か
け
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ

た
。 

■

髙野宏一郎前新
潟県佐渡市長に
よる受賞者謝辞。

多数の衆参国会議員や各省庁関係者などが詰めかけ賑わいを見せた懇談会。

第
二
部
　
記
念
講
演

第
三
部
　
記
念
懇
談
会


